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４月のＲＩ会長メッセージ 

 

やるべきことは自らの手の中 

R I 会長  ラビンドラン 

親愛なるロータリア

ンの皆さん、何年も前

に、私はインドのコル

カタでマザー・テレサ

にお目にかかる機会が

ありました。彼女は並

はずれた人格者で、彼

女が通りを歩けば「十

戒」の紅海のように、

群衆は道を開けました。

しかし、会話の中で自分の功績に触れられて

も、その話題に関心を示すことはほとんどあ

りませんでした。事実、自らが達成した最大

の功績は何かと聞かれて、「私はトイレ掃除

のエキスパートです」と答えたということが、

多くの報告に残されています。 

 この答えはユーモアがありながら、極めて

重みがあります。彼女の仕事は他者を気遣う

ことです。トイレは清潔であるべきなので、

彼女は掃除したのです。取るに足りない仕事

です。しかし、助けを必要とする人に救いの

手を差し伸べる彼女の活動に勝るもの、より

重要なものなど、この世には存在しません。 

 ある日、上品な身なりの男性がコルカタの

彼女のもとを訪れた時、玄関で応対した修道

女たちは、彼女は裏手でトイレ掃除をしてい

ると答えました。修道女たちが示す方へと進

むと、そこには本当にトイレを磨いているマ

ザー・テレサがいたのです。彼女は、男性が

ボランティアをしに来たと思ったのでしょう。

こんにちはと言うと、ブラシの正しい持ち方

や水を無駄にしない方法を説明し始めました。

そしてブラシを上等な服を着た男性に手渡す

と、その男性をトイレに残して、 立ち去って

しまいました。 

 その後、男性は再び彼女の前に現れ、「掃

除が終わりました。お話ししてもよろしいで

すか」と尋ねました。「もちろんです」と彼

女が答えると、彼はポケットから封筒を取り

出して言いました。「マザー・テレサ、私は

航空会社の責任者です。あなたのチケットを

持ってきました。直接、お渡ししたかったの

で」 

 彼は、残りの半生を通じて、何度もその体

験談を人々に話しました。このトイレ掃除の

20 分間は、それまでに経験したことがない最

上の喜びを彼にもたらしたそうです。なぜな

らば、マザー・テレサの仕事に携わり、その

一部となることができたからです。この 20

分間、マザー・テレサと同じように、彼は自

らの手で、額に汗して病める者たちのケアを

行ったのです。 

 このような機会は、ま

さに私たちがロータリー

で得ることができるもの

です。彼女のように人生、

家、家族のすべてをささ

げることは難しいかもし

れません。しかし、1年のうちの 20 分、20

時間、20 日であれば、私たちも彼女のように

なることができるのです。 

 私たちは、人がやらないような仕事でも、

自らの手で誠心誠意、額に汗して取り組むこ

とができます。そうすることが、この世で最

も意義ある活動だと知っているからです。 

 

K. R. RAVINDRAN 

PRESIDENT,ROTARY 

INTERNATIONAL 



          

 

４月のガバナーメッセージ 

 

－ 母子の健康月間 － 
 

国際ロータリー第 2640 地区  

ガバナー 辻   秀 和 
 

地区内のロータ

リアンの皆さま、こ

んにちは、今月は母

子の健康月間です。 

世界の子どもたち、

若い人たちが心身

ともに健やかに育

ち、そして「夢」を

持てる未来を実現

するために、私たち

は日々活動しております。 

 

私は今、何年も前に、ある先輩ロータリア

ンから勧められました文庫本を、時折持ち出

しては、難解なところ、気になるところを読

み返しております。 

 

それは、「人間の建設」（小林秀雄、岡潔 共

同著書）1965 年頃の対談です。その中の義務

教育論で、“なにおいても、同級生を友だち

と思えるように教えてほしい、同級生を敵だ

と思うことが醜い生存競争であり、どんなに

悪いことであるかということ”“自己中心に

考えるということを個人の尊厳だなどと教え

ないで、そこを直してほしい”続いて、“自

身の肉体というものは人類全体の肉体である

べきである。理論ではなく、感情的にそう思

えるようになることが大事です。”と、世界

に誇る日本の大数学者岡潔先生は、述べられ

ています。 

 

生きとし生けるもの全てには、いろいろな

本能や欲情がある。その相手を敵だと思うこ

とが、醜い生存競争であり、どんなに悪いこ

とであるかということを、新世代の若者たち

に教えることなく、本能や欲情のまま、自主

的に抑制しないで争ってしまうと、世界がめ

ちゃくちゃになってしまいます。 

これは、いくら声を張り上げても若者たちに

は、伝わらないのです。 

では、それを、誰が、教え導くことができる

のでしょうか。 

家庭では保護者、学校では教育者、地域社会

では有能なリーダーなどすべての大人たちが

考えられます。 

 

ロータリーは、「超我の奉仕」を第一モッ

トーとして、日々活動に取り組んでおります。

ロータリアンは、これをもって、自己を抑制

することができるのです。私たちは、自ら率

先して若者と行動を共にし、額に汗を流し、

若い人たちの模範となることです。子供たち

を守り、育まなければなりません。ロータリ

アンは、職業人です。すべての時間を、これ

にささげるということはかないません。その

貴重な時間を少しでも捻出できるか、否かは、

その人自身の意識の問題です。 

 

なにがしのお陰を得て、自身に授けられた

ものを、それぞれが、それぞれのやり方によ

って、世界の人々のために、熱意と真心をも

って捧げましょう。 

 

「世界へのプレゼントになろう‼」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

「母子の健康月間」 

 

地区緊急医療体制委員会 

委員長 吉 田  裕 

 

 2014 年 10 月 RI

理事会は、重点分野

の一つである「母子

の健康」に関し、4

月を「母子の健康月

間」と定め、5 才未

満の幼児および妊婦

の死亡率と罹患率を

削減し、母子に対し

てより多くの基本的

な医療と保健ケアを提供し、母子の健康に

関連した業務に従事している者や、それを

目指す者を対象とした研修や奨学金の支援

を強調する月間としました。 

 

 家庭・地域社会・経済の健全性は女性の

健康と密接不可分な関係にありますが、こ

の点に関して世界レベルでは地域格差とい

う解決すべき大きな課題があります。我が

国や欧米先進国では医療の飛躍的進歩に伴

い母子の健康維持は高水準に保たれつつあ

りますが、世界のどこかでは今なお妊娠出

産のために女性が 100 秒間に１人の割合で

命を落としています。母親の健康と子供の

健康は密接に関連しており母親の死亡率を

下げることは子供の健康を改善する上で非

常に重要で最優先で取り組まれるべき事項

です。5 才未満の幼児の死亡数は 1990 年以

降減少しつつありますが全世界で毎年 880

万人（毎時 1,000 人以上）の幼児が死亡し

ています。女性が妊娠出産に関連して死亡

するリスクは先進国では 3 万分の 1 である

のに対し最貧の発展途上国では 7 分の 1 と

驚くべき地域格差が認められます。 

 

 母親の死亡は分娩の直前後に集中してお

り出血が医学的主因ですがその 80％以上が

予防可能なものです。また 5 才未満の子供

の死亡の 38％が出生時死亡で直接的死因は

早産、仮死および感染症です。周産期にお

ける熟練したケア、地域社会による産後ケ

アなど有効で低価格な医療行為の介在によ

り出生時死亡率を半分以下にまで引き下げ

得ると考えられます。 

 

 一方毎年 4,200 万人が人工中絶されてお

り、その内の約 50％が未熟練者による、あ

るいは不十分な衛生環境下で行われる違法

行為によるものと考えられ、重篤な合併症

による死亡が母親の死亡例の 13％をしめて

います。女性のための質の高い教育によっ

て家族計画と保育の知識を高めることによ

り意図しない妊娠や妊娠中絶を抑えること

ができ、母親の健康を改善することが出来

ると考えられます。 

 

 毎年死亡する５才未満の幼児 880 万人の

内生後１ヵ月～５才の主死因は肺炎、下痢、

マラリア、麻疹および HIV です。これらは

低価格で科学的根拠に基づいた公衆衛生の

関与、すなわち良好な栄養補給や予防注射

により予防可能です。RI はポリオプラスを

通じこの点において大きな貢献を果たして

きました。 

 

 母子の健康に関するリスクは発展途上国

に限定されるものではなく、どの地域にあ

っても、脆弱な人々が存在する限りそうし

た人々に対し簡便かつ利用しやすく、特別

な技術を要せず、費用対効果が高い方法で

対応を講じることが必要です。私達ロータ

リアンは地域社会と手を携えて、奉仕の理

念の下に、この対応に関心を持ち協力しま

しょう。 

    

 



          

 

ロータリー財団について 

 
ロータリー財団委員会 
委員長 中 野  均 

 

平素は、ロータ

リー財団に格別な

るご支援、ご協力

を賜り誠にありが

とうございます。

この度、ロータリ

ー財団委員会委員

長を仰せつかりま

した中野均と申し

ます。 
私は以前、当委員会委員、財団奨学金小

委員会委員長をさせていただきましたが、

当時と現在とでは、プログラムの内容が変

わっており改めて会員の皆様にお伝えしな

ければならないのではと思っています。 
基本的には、会員の皆様からいただきま

した貴重な寄付金で運用していることに変

わりはありません。そこで、寄付金につい

てどのように活用されているか少し述べさ

せていただきます。 
まず、寄付金の種類についてですが、①

年次寄付 ②恒久基金寄付 ③使途指定寄

付 の３種類に大別されます。 
 
①年次寄付について、「年次」というのは毎

年続けるということで、財団プログラム

を存続させるための燃料の役割を果たし

ています。年次寄付は３年後のプログラ

ムに使われます。年次寄付を推進するた

め「毎年あなたも 100 ドルを」が 2004
年５月の管理委員会で採択され、ひとり

ひとりが毎年寄付してほしいという計画

です。なお、年次寄付は使途を指定しな

い寄付でしたが、重点分野を指定できる

ようになりました。（2011 年 9 月管理委

員会決定、翌 10 月施行） 
 
②恒久基金寄付について、「恒久基金」とは

管理委員会が、世界理解と平和のための

ロータリー財団基金（1982 年に発足）に

代わるものとして、新たに採択した名称

です。 
新しい名称の「恒久基金」は、この基金

の本質的特徴を表現しており、元金を使

わず、収益のみを使うということです。

寄付方法について、現金（できれば年次

寄付より多額の寄付）・遺贈友の会・年金

の３種類があります。 
 
③使途指定寄付金について、これは使い道

を決めて寄付するものです。ポリオ・プ

ラス、ポリオ・プラス・パートナー、グ

ローバル補助金の提唱者側の寄付金等で

す。 
 
以上のように、財団寄付には３種類の寄

付があり、それぞれ違った目的を持ってい

て、寄付する人は自由に選ぶことが出来ま

すことをご理解ください。 
平成 28 年 2 月 28 日、和歌山県民文化会

館で開催されました地区大会２日目のロー

ビーにてポリオ・プラスの募金活動をさせ

ていただき、多くの会員様からご寄付を頂

戴いたしました。 
総額は、114,415 円となりましたことをこ

こに報告させていただきます。 



          

 

「ロータリーの友」地区代表委員会議の報告 

 
ロータリーの友 地区代表委員 

寺 下  卓 
  
３月１４日、「ロー

タリーの友」地区代

表委員会議（東京）

に出席いたしました

ので、ご報告申し上

げます。 

「ロータリーの

友」地区代表委員の

主な役割は、ロータ

リーの友事務局に対し、編集・発行について、

ガバナーの代理として建設的な意見と提言を

することです。また、具体的には、次の役割

を担っており、任期は１年になります。 

①「ロータリーの友」を読んでいただくよう

に広報すること。②各クラブおよび地区の活

動状況の情報の収集に努め、報告する。③ク

ラブ例会の卓話にもっと「ロータリーの友」

の記事を利用していただくよう働きかける。

④ガバナー月信を利用して「ロータリーの友」

の情報を発信すること。⑤雑誌委員長会議な

どの開催に協力すること。⑥毎月「ロータリ

ーの友」について意見や感想のレポートを毎

月 15 日までに提出する。また地区代表委員と

しての活動状況を報告することです。 

 

今回の会議では、ロータリーの友事務局か

らの説明、報告のほか、各地区の代表委員と

の意見交換が行われました。特に、今回は、

「わがまち‥そしてロータリー」に代わり、

８月号から新連載「クラブを訪ねて」を企画

しており、地区内のロータリー活動について

のご紹介として、元気のあるクラブ（特徴あ

る活動を行っている、会員増強に成功してい

る等）の紹介依頼がありました。 

 このため、当地区で該当するクラブを推薦

いたしますので、自薦いただけるクラブは、

ガバナー事務所にご一報ください。 

 

ロータリーの友の編集方針 は『ロータリー

章典』に定められた「ロータリーの地域雑誌

は、ロータリーのあらゆる面にわたってロー

タリーの目的を推進するために存在する」を

順守し、編集方針を定めています。『ロータリ

ー の友』は日本のロータリー 34 地区のロー

タリークラブ会員のためのロータリー地域雑

誌として、ＲＩの方針や全世界のロータリア

ンならびにロータリークラブの活動を国内の

会員に紹介して海 外のロータリー活動に対

する興味を高め、国内の地区・ロータリーク

ラブおよび会員の活動状況 を紹介して親睦

を図り、また国内外における各種ロータリー

情報を掲載することによりロータリー精神の

養成、ロータリー活動の発展に寄与すること

を、発行の目的としています。『ロータリーの

友』（印刷版・電子版）の基本方針、年間編集

企画などについては、毎月の一般 社団法人ロ

ータリーの友事務所理事会が決定し、ロータ

リーの友委員会が監督します。地区代表 委員

は、委員会への出席、毎月提出のリポートで

の『友』に対する評価・提言、委員会事業の

地 区への広報、地区内のクラブの活動に関す

る情報の提供などを主な任務としています。 

 

最後に、ロータリーの友事務局では、会員

の皆さまの投稿をお願いしています。クラブ

や地区での活動、 ロータリアン同士の交流に

関する原稿や写真、ロータリーに対する意見

など、ロータリーの友事務所まで送ってくだ

さい。原則として、活動の原稿や写真は、活

動後 1 カ月以内にお願いしています。 

詳しくは、クラブ雑誌委員長用の手引書を

ご参照ください。 

http://www.rotary.or.jp/member/tomo/imag

es/hp_tomotebikisho15.pdf 

 

 皆さんのご協力をお願いします。 



          

地区活動報告 

伊勢研修の報告 

 

地区青少年交換委員会 
委員 米 澤  清 和 

 

地区青少年交換委員会は、３月６日（日）

受入留学生６人（アメリカ 2 人、ドイツ１

人、インドネシア１人、タイ１人、オース

トラリア１人）派遣学生１人、ゲスト１人、

ロータリアン 3名、計 11 名で伊勢研修に行

って参りました。 

 

外宮、内宮と参拝いたしましたが、内宮

では正式参拝を行い、その後、御神楽あげ

させて頂きました。正式参拝ということで、

当日は留学生も正装し、いささか緊張した

雰囲気の中で参拝しました。御神楽では、

雅楽の調べと共に雅な舞を奉納し、大御神

への感謝と真心を表し、大御神のご加護を

いただき、豊かで明るい生活を送れるよう、

皆で御祈祷しました。 

 

留学生もその意味を少しは理解できたの

か、真剣な面持ちで見ておりましたが、30

分間の正座は辛かったようです。日本に来

て半年以上経つ学生がほとんどで、おそら

く今までに京都、奈良など沢山の神社仏閣

を訪れたことでしょう。しかし伊勢神宮に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある、他では感じられない空気、雰囲気を

体感したのではないかと思います。 

 

いつも心に神を感じ感謝する。家族に、

友人に、関わって頂いている全ての方々に、

そして生かして頂いている自然に感謝する

ことは、キリスト教、イスラム教、仏教、

宗教関係なく大切なことです。留学生とと

もに伊勢神宮を参拝する時、日本人として

の誇りと大きな喜びを感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

地区活動報告 

地区クラブ奉仕関連委員長会議の報告 

  

地区クラブ奉仕委員長 林 俊 行 

3 月 26 日、テクスピア大阪

にて、地区クラブ奉仕関連委

員長会議が開催いたしました。

おかげさまで当日は穏やかな

お天気のもと辻ガバナー、福

井ガバナーエレクト、岡本ガ

バナーノミニーをはじめとする地区役員のみ

なさん、各クラブの委員長を含めて 60 名近く

の大勢のご参加をいただくことができました。

雑誌・公共イメージ委員会脇村委員長からは

「ロータリー戦略計画と広報」と題してのご

講演を、会員増強・維持委員会の小池委員長、

クラブ拡大委員会の酒向委員長、ロータリー

の友地区代表委員・ＩＴ委員会の寺下委員長

からは現況報告をいただきました。垂井ガバ

ナー補佐からは「クラブ奉仕について」のご

講演をいただきました。休憩後のグループセ

ッションでは各クラブの状況や取り組みにつ

いて情報共有し、グループ毎にまとめて発表

いただきました。非常に限られた時間ではあ

りましたが、ご講演と報告では内容の濃いお

話をお伺いすることができ、改めてロータリ

ーについての知識と現状認識を深めることが

できました。またグループセッションでは和

気あいあいとした雰囲気でありながらも真剣

かつ積極的な意見交換が行われました。たい

へん実り多き委員会が開催できましたことを

心より感謝申し上げますとともに各クラブの

運営に少しでもお役に立たてれば幸いに存じ

ます。 

 

 

 

 

 

地区雑誌・公共イメージ委員長  

脇 村 重 徳 

「ロータリー戦略計画と広報」 

かつては、ロータリークラブ

が奉仕活動を選ぶ場合に、宣伝

をその主たる目的としてはな

らないという時代もあったが、

現代は、よい意味での宣伝、好

ましい広報はロータリーにとって不可欠な目

標である。しかし、「ロータリーが何をしてい

るか知らない」というのが現在の多くの市民の

認識評価であるため、クラブや地区の奉仕の実

績を最大限に PR することに力点を移した広報

が必要となった。 

そのために広報委員会は、成功を収めた奉仕

プロジェクトを一般の人々に広め、ロータリー

に対する認識と理解を深める役割を果たさな

くてはならないし、個々のロータリアンは、ロ

ータリークラブをよりよく理解し、それを他の

人に伝え知ってもらう、即ち全てのロータリア

ンが広報マンになることがロータリー広報の

原点であるという意識を持つことが大切であ

る。 

2010 年に採択された「RI 戦略計画」では、

「公共イメージと認知度の向上」が優先項目の

3本柱の 1 つとして掲げられ、ロータリー広報

の重要性が改めて浮き彫りにされた。これを他

の 2 つの優先項目とリンクさせたクラブ広報

戦略を策定し、「計画－実施－評価」のプロセ

スを通じて目標の達成度を測ることで、世界中

の地域社会に貢献していくための将来への指

針がより明確に見えてくると思われる。 

地区会員増強・維持委員長  小 池  庸 子 

今回このような会議が開催

され、ロータリーの考え方を

よく理解されていらっしゃる 

ロータリアンの方々の講演、

報告そして各クラブ、グルー

プの発表は、これからの活動

の参考になったと思います。来期に繋がる地

区活動を期待します。 



          

地区クラブ拡大委員長 

     酒 向 征 時 
本音と建前の考え方につい

て話させて頂きます。建前は

手続き要覧にも出ております

通り第13章の8月は会員増強、

新クラブ結成推進月間と謳っ

ております。 

地区の新ガバナーはスター

トにあたり最初の任務としてクラブの拡大、

つまり新しいクラブの立ち上げを謳われてお

ります。新クラブには 20 名以上の会員が居な

いと成立しません。国際ロータリー組織にし

ますとクラブ拡大がありますと良い事ばかり

です。RI 運営には多くの職員や運営に多大の

費用が必要になっております。その資金源が

増え助かります。組織の規模が大きくなりま

す。 

次に日本の立場で本音を言います。RI の新

ガバナーへの拡大要請は、ロータリー組織が

まだ行き渡っていない国、地区には必要かと

思います。しかし、日本の国、地区ではほと

んど行き渡っております。そのため義務を果

たすためにはどうするかと言いますと、同じ

テリトリーの中へ 2 つのクラブをさらに 3 つ

目、4 つ目とクラブ数だけ増やしていくので

す。その結果どうなったかと言いますと、同

じテリトリーの中で会員の引き抜きあいや、

奪い合い、おまけにロータリーの理念の薄い

会員が生まれ退会して行く現象が出てきてお

ります。 

特に地区を纏める能力のないガバナーが出

ますとロータリーの魅力が薄れ会員は抵抗な

しに退会していきます。クラブの数が増える

にしたがって会員が減少していっております。 

今後は、地区にロータリークラブのない各

市町村は別にして、クラブのある地区は新ク

ラブ拡大に向けるエネルギーを既存クラブの

会員増強に向けて頂ければ地区の信頼感も、

存在感も出てくるものと思われます。 

 

 

 

ロータリーの友 地区代表委員・ＩＴ委員長  

                            寺 下  卓 

ロータリーの友 地区代表

委員会議に出席しました。特

に、今回は、「わがまち‥そ

してロータリー」に代わり、

８月号から新連載「クラブを

訪ねて」を企画しており、地

区内のロータリー活動についてのご紹介とし

て、元気のあるクラブの紹介依頼がありまし

た。当地区で自薦いただけるクラブは、ガバ

ナー事務所にご一報ください。また、公共イ

メージと認知度の向上について、ロータリー

の友の役割の話がでましたが、「ロータリーの

友」の編集にあたっては、ロータリアンの三

大義務の一つにもなっており、基本的にロー

タリーについての機関誌・情報誌であるため、

ロータリアンの方々を対象には編集している

とのことです。最後に会員の皆さまには、引

き続き、投稿をお願いしています。クラブや

地区での活動、 ロータリアン同士の交流に関

する原稿や写真、ロータリーに対する意見な

ど、ロータリーの友事務所まで送ってくださ

い。 

 次にＩＴ委員会は、ホームページを中心に

ＩＴを活用して、多くの皆さんにロータリー

活動を知っていただき、「公共イメージと認知

度の向上」を図るとともに、地区と地区内ク

ラブの情報交流を促進し、クラブの運営、活

動に活かせてもらうための支援を行います。

また、ガバナー月信を掲載し、国際ロータリ

ー、地区、クラブの情報をとりまとめ、各ク

ラブに効率よく情報伝達を行います。さらに、

地区や各ロータリーの貴重な活動の歴史をデ

ータとして残し、未来に引き継げるようにす

ることを活動方針としています。このために

は、各クラブからの情報提供が不可欠です。

皆様のご協力をお願いします。 

 

 

 



          

米山記念奨学会終了式 御礼 

米山学友小委員長 山 本 佳 弘 

去る 3 月 21 日、ホテル ア

ゴーラ リジェンシー堺で

2015 学年度 米山記念奨学会

終了式を無事に終わることが

出来ました事は、日頃から米

山記念奨学事業に深い御理解

と御支援の賜物と、米山記念

奨学委員会一同感謝しています。 

今年度は 18名の奨学生の中から 16名が巣立

っていきました、残り 2名は継続学生として新

年度と 2015 年学年度の架け橋になります。 

終了式 1部は厳かに執り行い、終了書とカウ

ンセラー感謝状授与式のカウンセラーと奨学

生の何とも言えない顔が印象的でした。それも、

委員会として期間が短かった事もあり学生達

に出来なかった分、各世話クラブが頑張って頂

いたおかげと感謝いたします。 

2 部は米山の OB，OG の学友会が趣向を凝らし

楽しませてくれました。その中でも学友、無茶

ブリのジェスャーゲームと歌に参加して頑張

って頂いた福井エレクトの真剣に向き合う姿

に 2640 地区の希望が見え

た気がしました。 

流石に短い期間の終了

式は、涙涙の式にはなりま

せんでしたが、楽しい雰囲

気の良い終了式になりま

した、最後に終了生代表の

挨拶です。 

 

 

謝 辞 
 

リスメンデーエーフ ダルハン 

（堺ロータリークラブ所属） 

皆さん、こんにちは。まず、ロータリアンの

方々または学友会の方々、お忙しい中、米山終

了式に来ていただきありがとうございました。

また、米山卒業生の皆さん、本当におめでとう

ございます。 

現在、卒業生として２年間に渡るロータリー

の経験を振り返るととても素晴らしい時期だ

ったと思います。もちろん、奨学金を受けるこ

とによって勉強に集中できてたのしい大学生 

活を送るようなりました。例えば、初めての

田辺市への研修旅行を思い出すと笑顔になっ

てきます。ロータリアンの先生たちと一緒に旅

行しつつ、日本の文化について勉強し、おいし

い料理を食べたのをよく覚えています。この旅

行は一生忘れられない思い出になりました。ま

た、学友会の活動にも積極的に参加し、自分と

同じく日本に留学された先輩方と仲良くなる

ことができました。やはり、留学生活で困って

いる時に相談できる先輩が居ると非常に助か

ります。そして、奨学生同士で遊びに行ったり、

面白い話をしたり、泣いたり、笑ったりしたの

で、日本の文化だけではなく、異文化へも理解

度が深まったと強く思っています。私は日本で

生まれたこの友情を大事にしていきたいです。 

この場を借りて、ロータリアンの皆さんに心

こめて感謝したいと思います。日本に留学に来

ている私たちを支えて頂き誠に有難うござい

ました。私たちにとって、ロータリーは家族の

ような存在になってきたので、日本から離れて

も忘れることなく今後も社会に出て頑張って

いきたいです。 

そして、卒業生の皆さん、改めておめでとう

ございます。ここで私たちは卒業するのですが、

お願いが一つあります。今日の卒業式は終わり

ではなく、スタートです。これから私たちは社

会に貢献できるように頑張らないといけませ

んが、ロータリーのことを忘れないでください。

この縁をなくすことなく連絡し合っていきま

しょう。４つのテストを武器にし、世界へのプ

レゼントになっていきましょう。御清聴ありが

とうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井ガバナーエレクトのジェスチャー 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 



          

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクセス】 
原町北を直進し、本多町交差点を左折、 
一つ目信号（長野保育園）を右折すると左手すぐに駐

車場がありますので、お車はそちらに停めていただ

き、元の道に戻り直進、次の信号の角の建物の２階が

事務所です。（徒歩約 3 分） 
 
【最寄り駅】 
南海高野線 河内長野駅 

国際ロータリー第 2640 地区 ガバナー事務所 

 〒586-0017  大阪府河内長野市古野町 7-42 2F 
       TEL 0721-55-2640 FAX 0721-55-2641 
       e-mail  hidekazu-2640@pure.ocn.ne.jp 
       URL http://rid2640g.com 


